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組合員の購読料は組合費の中に含む

3
月
23
日
、
本
部
は
2
月
22
日
に
提
出
し
た
「
2
0
2
2
新
賃
金
等

に
関
す
る
要
求
書
」
に
基
づ
く
、
2
0
2
2
春
闘
期
団
体
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

労
働
条
件
の

改
善
に
つ
い
て

多
く
の
組
合
員
が
業
務
量
の
増

や
仕
事
の
負
荷
を
訴
え
て
い
る
実

情
を
踏
ま
え
、
①
職
場
か
ら
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
非
常
勤
職
員
予

算
の
確
保
、
②
期
間
業
務
職
員
等

の
年
間
を
通
じ
た
森
林
事
務
所
へ

の
1
〜
2
名
配
置
、
③
実
効
あ
る

超
過
勤
務
縮
減
対
策
及
び
客
観
的

な
勤
務
時
間
把
握
の
検
討
、
④
非

常
勤
職
員
の
採
用
時
格
付
け
賃
金

の
引
き
上
げ
及
び
、
賃
金
改
定
時

の
遡
及
に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

林
野
庁
は
、
①
非
常
勤
職
員
の

必
要
性
は
感
じ
て
お
り
、
前
年
度

同
額
程
度
の
予
算
を
確
保
し
、
業

務
が
円
滑
に
実
施
出
来
る
よ
う
努

め
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
た
追

加
予
算
措
置
も
含
め
た
対
応
に
つ

い
て
検
討
、
②
限
ら
れ
た
予
算
で

は
あ
る
が
、
事
務
系
と
現
場
系
の

組
み
合
せ
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
期

間
業
務
職
員
等
の
雇
用
を
検
討
、

③
業
務
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
超
勤
内
容
の
整
理
分
析
を

超
勤
の
縮
減
対
策
に
反
映
。
勤
務

管
理
機
能
を
具
備
し
た
「
農
林
水

産
省
人
材
情
報
統
合
シ
ス
テ
ム
」

を
本
省
で
導
入
し
、
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
客
観
的
か
つ
厳
格
な
勤
務
時

間
管
理
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
、
運
用

に
努
め
る
、
④
非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
等
に
努
め
て
い
く
が
、
賃

金
改
定
時
の
遡
及
に
つ
い
て
は
、

非
常
勤
予
算
に
与
え
る
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
つ
つ
慎
重
な
検
討
を
要

す
る
、
と
回
答
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
期
間
業
務
職
員
に
つ

い
て
は
、
通
年
雇
用
な
ど
の
労
働

条
件
の
改
善
が
な
け
れ
ば
、
現
場

段
階
で
は
雇
用
を
確
保
で
き
な
い

こ
と
を
追
及
し
、
引
き
続
き
検
討

を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
依
然
と
し
て
1
0
0
時
間
を

超
え
る
超
勤
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
実
態
は
問
題
で
あ
り
、
業
務
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
議

論
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

雇
用
と
年
金
の

接
続
に
つ
い
て

再
任
用
制
度
に
関
し
て
、
①
定

年
年
齢
の
段
階
的
引
上
げ
が
完
成

す
る
ま
で
の
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用

の
継
続
、
②
短
時
間
再
任
用
の
勤

務
日
数
を
週
3
日
以
上
と
す
る
制

度
設
計
、
③
短
時
間
再
任
用
者
へ

の
宿
舎
貸
与
等
、
適
切
な
労
働
条

件
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

林
野
庁
は
、
①
フ
ル
タ
イ
ム
再

任
用
に
つ
い
て
は
、
定
年
延
長
や

定
員
数
に
対
す
る
欠
員
状
況
の
見

通
し
な
ど
を
踏
ま
え
、
再
任
用
制

度
の
仕
組
み
を
最
大
限
活
用
で
き

る
よ
う
23
年
度
の
制
度
設
計
を
検

討
、
②
短
時
間
再
任
用
の
勤
務
日

数
は
、
予
算
事
情
等
も
踏
ま
え
つ

つ
局
署
の
業
務
に
対
応
す
る
た

め
、
ど
う
い
っ
た
対
応
が
可
能
か

23
年
度
の
制
度
設
計
に
お
い
て
検

討
、
③
待
遇
等
の
改
善
に
向
け
て

は
法
律
改
正
等
の
機
会
を
捉
え
て

関
係
省
等
と
の
調
整
を
含
め
て
検

討
す
る
、
と
回
答
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
定
年
延
長
が
実
現
す

る
ま
で
は
再
任
用
の
継
続
が
必
要

で
あ
り
、
各
種
手
当
や
宿
舎
問
題

等
の
労
働
条
件
の
改
善
を
含
め
、

23
年
度
の
制
度
設
計
に
向
け
て
最

大
限
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

労
働
安
全
の

確
保
・
徹
底

労
働
災
害
の
未
然
防
止
、
重
大

災
害
の
絶
滅
を
期
す
べ
く
、
林
野

庁
・
局
・
署
等
が
一
体
と
な
っ
て

各
種
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
長
官
通
知
に
基
づ
く

健
康
安
全
協
議

会
の
毎
月
開
催

に
向
け
た
指
導

を
は
じ
め
、
労

働
安
全
管
理
態

勢
の
確
立
に
向

け
、
署
長
等
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る

こ
と
等
に
つ
い

て
指
導
を
強
化

し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し

た
。ま

た
、
車
両

に
よ
る
交
通
災

害
の
未
然
防
止

に
向
け
た
対
応

に
つ
い
て
は
、

衝
突
防
止
機
能

が
装
備
さ
れ
た

車
両
へ
の
更
新

を
進
め
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
や
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
等
の
装

着
に
つ
い
て
は
、
中
央
調
達
の
車

種
が
確
定
次
第
、
速
や
か
に
情
報

共
有
し
、
各
局
の
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
必
要
な
予
算

を
確
保
し
、
局
に
お
い
て
対
応
さ

せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

宿
舎
の
確
保
等

に
つ
い
て

入
居
者
の
要
望
等
に
基
づ
く
計

画
的
な
修
繕
、
合
同
宿
舎
の
入
居

に
係
る
確
実
な
入
居
前
点
検
及

び
、
必
要
な
修
繕
・
整
備
を
行
う

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

林
野
庁
は
、
①
宿
舎
の
修
繕
に

関
し
て
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に

向
け
引
き
続
き
努
力
し
、
緊
急
度

・
優
先
度
を
勘
案
し
対
応
、
②
合

同
宿
舎
の
入
居
に
つ
い
て
は
、
管

理
職
等
に
よ
る
宿
舎
状
況
の
事
前

確
認
を
含
め
、
責
任
あ
る
対
応
を

指
導
す
る
、
と
回
答
し
ま
し
た
。

◇

◇

◇

今
後
、
本
部
は
、
個
別
課
題
に

係
る
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
交
渉
を
進
め
る
こ
と
と

し
ま
す
。

春
闘
要
求
で
団
体
交
渉

労
働
条
件
な
ど
の
改
善
求
め
る

対面での団体交渉

人
事
異
動
に
伴
う
移
転
料
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
旅
費
法
に
規
定

す
る
定
額
支
給
か
ら
、
見
積
徴
収

に
よ
る
実
費
支
給
に
改
正
さ
れ
る

な
ど
、
公
務
労
協
を
中
心
と
し
た

改
善
要
求
に
よ
り
、
徐
々
に
制
度

改
善
が
な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
財
務
協
議
が

必
要
な
場
合
に
支
払
い
が
遅
れ
て

い
る
問
題
や
、
離
島
等
へ
の
自
家

用
車
運
搬
費
用
等
の
課
題
が
、
組

合
員
か
ら
も
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。そ

の
よ
う
な
中
、
各
省
庁
と
財

務
省
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
①
定

額
の
3
倍
を
超
え
る
際
の
財
務
協

議
が
不
要
（
3
月
1
日
以
降
適

用
）、
②
対
象
外
経
費
の
見
直
し

（
2
月
3
日
以
降
適
用
）
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
改
訂
内
容
は
、「
定

額
の
3
倍
を
超
過
し
た
場
合
に
行

っ
て
い
た
財
務
省
へ
の
個
別
協
議

が
不
要
」
と
な
り
局
で
の
対
応
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
支
給
対
象
外
で
あ
っ
た
経

費
の
う
ち
、①
自
家
用
車
、オ
ー
ト

バ
イ
等
を
運
搬
等
す
る
際
の
追
加

費
用
、②
荷
造
・
荷
解
に
か
か
る
追

加
費
用
、
③
エ
ア
コ
ン
等
の
工
事

・
設
置
等
に
か
か
る
追
加
費
用
、

④
荷
物
を
一
時
保
管
す
る
場
合
の

追
加
費
用
に
つ
い
て
、
一
部
の
ケ

ー
ス
に
限
り
対
象
経
費
と
し
て
認

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
課
題
も
残
っ
て
い
ま

す
。
財
務
協
議
が
不
要
と
な
っ
た

分
、
支
給
事
務
が
局
担
当
者
に
集

中
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
離
島
や
へ
き
地
へ
の
異
動

に
係
る
自
家
用
車
等
の
運
搬
に
つ

い
て
も
、「
公
務
上
支
障
が
生
じ

る
場
合
」
等
に
係
る
定
義
等
が
は

っ
き
り
し
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い

ま
す
。

本
部
は
、
林
野
庁
に
対
し
、
①

一
部
の
職
員
に
業
務
が
集
中
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
改
め
て
局
に
指

導
さ
せ
る
、
②
離
島
や
へ
き
地
等

へ
の
異
動
に
伴
う
自
家
用
車
の
運

搬
に
関
す
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
官
房
へ
早
急
に
提
示
さ
せ
る
、

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
事
異
動
に
伴

う
移
転
料
の
支
給
に
つ
い
て
は
課

題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制

度
全
体
の
改
善
に
向
け
て
、
引
き

続
き
、
公
務
労
協
等
と
連
携
を
図

り
、
関
係
省
交
渉
等
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

異動に伴う移転料
～改善点と課題～

交渉に臨む中執役員

新
年
度
を
迎
え
た
。
新
入
社

員
、
新
入
学
生
、
新
学
期
、
い
ろ

ん
な
も
の
が
新
し
い
▼
こ
の
4
月

1
日
に
「
新
成
人
」
を
迎
え
た
人

た
ち
も
い
る
。
2
0
0
2
年
4
月

2
日
か
ら
2
0
0
4
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
だ
。
改

正
民
法
が
施
行
さ
れ
、
成
人
年
齢

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
▼
「
日
本
国

憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法

律
」（
国
民
投
票
法
、
07
年
公

布
）
で
、
18
歳
以
上
の
者
が
投
票

権
を
有
す
る
と
さ
た
。
そ
の
後
、

公
職
選
挙
法
改
正
（
16
年
施
行
）

で
、
投
票
権
が
18
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
以
来
の
、
年
齢
制
限

制
度
の
大
き
な
変
更
で
あ
る
▼
成

年
に
達
す
る
と
、「
父
母
の
親
権

に
服
さ
な
く
な
る
」
た
め
、
住
む

場
所
、
進
学
、
就
職
な
ど
、
自
分

の
意
思
の
み
で
決
定
で
き
る
。
ま

た
、
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
り
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
成
も
、
親
権
者

の
同
意
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
る

▼
成
人
年
齢
が
引
き
下
が
っ
て

も
、「
お
酒
と
た
ば
こ
は
ハ
タ
チ

か
ら
」
の
ま
ま
。
馬
券
や
舟
券
の

購
入
や
も
20
才
か
ら
の
ま
ま
だ
。

青
少
年
保
護
の
観
点
か
ら
の
現
状

維
持
と
の
こ
と
だ
▼
契
約
に
関
す

る
「
未
成
年
者
取
消
権
」
は
18
才

以
降
は
適
用
さ
れ
ず
、「
出
演
動

画
の
配
信
停
止
」
等
、「
過
去
に

遡
っ
て
の
」
契
約
取
り
消
し
が
で

き
な
く
な
る
。
青
年
層
の
保
護
が

課
題
だ
▼
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら

な
い
も
の
。
時
代
や
状
況
に
応

じ
、
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
変

わ
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
も
あ
る

▼
何
を
変
え
て
何
を
変
え
な
い
べ

き
か
。
変
化
の
激
し
い
時
代
の
中

で
、
シ
ビ
ア
な
判
断
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

（
円
）

No.281

ひ

交

ろ
渉

ば
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本
部
は
、
国
有
林
の
労
働
条
件
に
係
わ
る
議
員
立
法
2
法
案
の

再
提
出
に
向
け
、
森
林
環
境
政
策
議
員
懇
談
会
（
議
員
墾
）
や
立

憲
民
主
党
と
連
携
を
図
り
、
国
会
対
策
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、3
月
17
日
、衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
の
一
般
質

疑
に
お
い
て
、「
議
員
懇
」の
国
会
議
員
か
ら
、
石
川
香
織
議
員（
立

憲
民
主
党
・
北
海
道
11
区
）
が
質
問
に
立
ち
、
国
有
林
の
労
働
条

件
に
係
わ
る
課
題
に
つ
い
て
政
府
の
考
え
方
を
質
し
ま
し
た
。

石
川
議
員
は
、
①
公
益
的
機
能

の
維
持
増
進
の
一
層
の
促
進
や
、

森
林
の
持
つ
多
様
な
機
能
の
発
揮

に
対
す
る
国
民
の
期
待
に
応
え
る

た
め
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
国
有

林
を
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
が
、
そ
の
実
施
体
制
を
強
化
す

る
た
め
に
も
、
定
員
削
減
を
や

め
、
人
員
を
増
や
し
、
職
員
の
労

働
条
件
を
改
善
し
て
い
く
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。
②
国
有
林
野

事
業
職
員
の
業
務
は
、
道
の
な
い

森
林
に
分
け
入
り
広
範
囲
に
急
な

斜
面
や
足
元
の
悪
い
林
内
を
移
動

し
て
調
査
を
行
う
等
、
危
険
と
困

難
性
を
伴
う
業
務
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
危
険

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
職
員
を

増
員
し
、
入
山
す
る
際
に
は
、
複

数
名
で
業
務
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。
等
に
つ
い
て
政

府
の
考
え
方
を
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
政
府
は
、
①
国
有

林
野
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
防
災
・
減
災
や
、
民
有
林
行

政
に
対
す
る
技
術
支
援
等
、
新
た

な
政
策
課
題
へ
の
対
応
に
必
要
な

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
引
き
続
き
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等

を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
も
図

り
つ
つ
、
必
要
な
組
織
・
定
員
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員

の
安
全
確
保
、
職
場
環
境
の
整
備

な
ど
、
勤
務
条
件
の
改
善
に
努
め

る
。
②
職
員
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
、
林
野
庁
長
官
通
知
で
必
要
な

対
策
を
定
め
、
各
種
災
害
防
止
対

策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
。
引
き
続
き
、
安
全
管
理
体

制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め

る
。
ま
た
、
森
林
官
等
が
現
場
業

務
に
従
事
す
る
に
当
た
り
、
単
独

行
動
と
な
ら
な
い
た
め
の
方
策
を

講
じ
る
よ
う
指
導
す
る
。
等
と
答

弁
し
ま
し
た
。

◇

◇

◇

今
後
、
本
部
は
、
現
場
管
理
機

能
の
確
保
や
、
安
全
問
題
等
、
国

有
林
の
労
働
条
件
に
係
わ
る
課
題

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、「
議
員

懇
」
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
国
会

対
策
、
林
野
庁
交
渉
等
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

石石
川川
議議
員員（（
立立
憲憲
））がが
委委
員員
会会
質質
疑疑

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
を
求
め
る

質疑に立つ、石川議員

青
年
女
性
委
員
会
は
、3
月
6
日
〜
7
日
、2
0
2
2
春
闘
学
習
交
流
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
を
実
施
し
ま
し

た
。
林
野
会
館
に
は
中
央
常
任
三
役
及
び
本
庁
本
部
役
員
が
参
集
し
た
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
各
地
本
の

代
表
者
が
参
集
し
、
計
19
名
の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

【
青
女
委

江
嶋
通
信
員
】

冒
頭
、
田
中
青
年
女
性
委
員
長

か
ら
「
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
新
し
い

働
き
方
に
伴
う
負
担
や
超
過
勤
務
、

級
別
定
数
と
い
っ
た
課
題
が
た
く

さ
ん
あ
る
が
、
赴
任
旅
費
の
移
転

料
の
実
費
化
な
ど
要
求
が
前
進
し

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
引
き
続

き
、
要
求
を
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

初
日
は
開
会
集
会
後
、
鳴
川
中

央
本
部
書
記
長
に
よ
る
情
勢
報
告

を
受
け
、
現
状
の
問
題
を
再
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
労
連
共

済
本
部
（
水
田
専
務
、
石
原
職

員
、
千
葉
職
員
）
か
ら
共
済
オ
ル

グ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
体
討
論

全
体
討
論
で
は
、
事
前
に
各
地

本
か
ら
提
出
さ
れ
た
交
渉
発
言
内

容
を
も
と
に
、
①
賃
上
げ
・
諸
手

当
に
つ
い
て
、
②
要
員
要
求
、
諸

権
利
に
つ
い
て
、
③
制
服
の
貸

与
、
宿
舎
の
改
善
に
つ
い
て
、
④

そ
の
他
（
資
格
取
得
、
赴
任
旅
費

ほ
か
）
の
項
目
別
に
、
地
本
ご
と

の
職
場
環
境
の
実
態
の
共
有
を
行

な
い
、
林
野
庁
交
渉
の
発
言
内
容

の
補
強
を
行
い
ま
し
た
。

地
本
代
表
者
か
ら
は
、「
他
の

地
本
に
も
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
仲
間
が
い
る
こ
と
を
再

認
識
で
き
た
。
ま
た
自
分
の
地
本

で
は
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
点

も
知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

時
間
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

林
野
庁
交
渉

2
日
目
の
林
野
庁
交
渉
で
は
、

要
求
項
目
ご
と
に
林
野
庁
当
局
に

実
態
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

林
野
庁
当
局
か
ら
は
「
賃
金
に

関
し
て
は
人
事
院
勧
告
、
要
員
要

求
に
関
し
て
は
級
別
定
数
、
手
当

や
休
暇
は
人
事
院
規
則
と
い
っ
た

決
ま
り
の
中
で
、
組
織
運
営
を
行

っ
て
お
り
、
林
野
独
自
に
待
遇
や

人
員
数
を
変
え
る
こ
と
は
難
し

い
。
引
き
続
き
人
事
院
に
林
野
庁

の
実
態
を
伝
え
て
い
く
」
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

宿
舎
不
足
の
解
消
に
関
し
て
は

「
全
体
で
見
た
ら
不
足
戸
数
よ
り

空
い
て
い
る
宿
舎
数
の
方
が
多

く
、
宿
舎
を
増
や
す
こ
と
は
難
し

い
。
空
い
て
い
る
宿
舎
か
ら
不
足

し
て
い
る
場
所
に
振
り
替
え
る
と

い
っ
た
対
応
を
検
討
す
る
」
と
い

う
回
答
で
し
た
。

車
両
調
達
に
関
し
、
林
道
走
行

に
適
し
た
車
両
の
選
定
や
車
両
調

達
時
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

セ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
は
、「
世

界
的
な
半
導
体
不
足
の
影
響
を
受

け
、
車
両
調
達
自
体
が
厳
し
い
状

況
だ
が
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
セ
ッ
ト
購
入
に
関
し
て
は
検
討

す
る
」
と
い
っ
た
、
前
向
き
な
回

答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
は
、
納
得
の
い

か
な
い
回
答
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
職
場
環
境
の
実
態
や
意
見
を

訴
え
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
成

果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

各
地
本
の
代
表
者
か
ら
は
、

「
や
は
り
当
局
の
回
答
は
満
足
の

い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
結
果
を
地
本
で
共
有
し
て
、

引
き
続
き
地
本
や
分
会
で
の
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
感

想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
と
い
う
新
し
い
形
式

で
春
闘
学
習
交
流
会
を
滞
り
な
く

行
え
ま
し
た
。
各
地
本
に
、
今
回

学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
共

有
し
、
今
後
の
組
合
活
動
の
充
実

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

仲間の思いをぶつける

青年女性
委員会

春
闘
学
習
交
流
集
会
で
交
渉

仲
間
の
声
を
訴
え
る 公

務
労
協
国
家
公
務
員
関
係
部
会
は
、
3
月
15
日
か
ら
、
東
京

・
全
電
通
会
館
ホ
ー
ル
で
2
0
2
2
春
季
生
活
闘
争
決
起
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
、
中
村
国
公
部
会
議
長
（
林
野

労
組
委
員
長
）
は
、「
ロ
シ
ア
に

お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に

つ
い
て
、
現
在
も
戦
闘
が
続
い
て

お
り
、
戦
闘
に
よ
っ
て
原
発
で
火

災
が
発
生
す
る
な
ど
極
め
て
深
刻

な
事
態
。
ま
た
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
の
核
保
有
を
誇
示
す
る
姿
勢
や

核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
発
言

な
ど
、
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
を
厳

し
く
非
難
し
、
労
働
組
合
と
し
て

厳
重
に
抗
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
方
、
日
本
経
済
に
お
け

る
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
は
、
世
界

的
に
大
き
く
見
劣
り
す
る
状
況
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
20
年
以
上
低
迷

す
る
賃
金
水
準
や
、
不
安
定
雇
用

の
拡
大
と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題

に
よ
る
消
費
の
低
迷
に
あ
る
と
い

え
る
。
岸
田
首
相
は
賃
金
の
引
上

げ
額
に
応
じ
た
減
税
措
置
等
を
掲

げ
て
い
る
が
、
月
例
給
の
引
上
げ

に
結
び
つ
く
か
不
透
明
で
あ
る
。

賃
金
は
労
使
で
決
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
政
治
の
介
入
を
排
除
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
日

本
経
団
連
は
「
業
種
横
並
び
の
賃

金
引
上
げ
で
は
な
く
、
各
企
業
の

実
情
に
応
じ
た
賃
金
決
定
が
重
要

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
労
働
者

の
処
遇
改
善
と
い
っ
た
社
会
的
な

責
任
を
担
っ
て
い
な
い
無
責
任
な

姿
勢
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
今
春
闘
に
お
い
て
、
先
行
す

る
組
合
が
満
額
回
答
を
引
き
出
し

た
が
、
こ
れ
を
中
小
企
業
に
い
か

に
波
及
さ
せ
る
か
が
重
要
で
あ

る
。
足
元
の
物
価
が
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
こ
れ
を
上
回
る
交
渉
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
か
労
働
組
合
全

体
の
真
価
が
問
わ
れ
る
。
本
決
起

集
会
で
2
0
2
2
春
闘
に
つ
い
て

意
思
統
一
を
図
り
、
全
構
成
組
織

が
要
求
書
を
提
出
し
取
り
組
み
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
お
願
い
す

る
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
高
柳
事
務
局
長
か
ら

全
体
情
勢
報
告
の
後
、
各
構
成
組

織
代
表
者
に
よ
る
取
り
組
み
報
告

と
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
は
中
村
議
長
に
よ
る
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
く
ら
れ
、
今

後
の
取
り
組
み
に
向
け
て
の
意
思

統
一
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

春
闘
の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

国
公
関
係
部
会
が
決
起
集
会

中村議長による挨拶
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